多民族共住の居住空間デザイン - マレーシアの地域社会を事例として by 宇高, 雄志

















主 音 L蒜■ 去
博 士 (工 学)
工 博 第 1575号
平 成 9 年 3 月 24日
学 位 規 則 第 4 条 第 1項 該 当




論文調査委員 教 授 三 村 浩 史 教 授 小 林 正 美 助教授 布 野 修 司









































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,国際化する地域における多民族が共住する居住地計画のあり方を研究したもので,世界的に
みても多民族の複雑な均衡を実現しているマレーシア国をフィールドとして生活空間の構造を解明したも
ので,得られた主な成果はつぎの通りである｡
1.混住パターンから見た4つの類型地区,すなわち人口密度の低い地区の例としてマレー系の単一民族
村落及び多民族混住村落,高密な地区の例として,多民族混住の都心タウンハウス地区及び混住が政策的
に誘導される新興住宅団地を選定して,居住様式の差異と住戸 ･近隣の入り交りの実態を精査して,詳細
で正確なモノグラフを作成している｡
2.同一民族の世帯が綾やかなまとまりを持って集住する ｢民族界隈｣が成立していることを兄いだし,
その求心力としては,祭紀と儀礼,慣行と生活リズム,住居設営と町並みで表出されるアイデンティティ
ーが作動していることを明らかにしている｡
3.居住地はいくつかの ｢民族界隈｣の集合体で構成されるが,それらの相互の境界ゾーンが,調整と分
離の機能を果たすことに着目している｡ 境界領域は,低密度な居住地では分離帯として,高密な居住地で
は相互が重なる調整融和帯として運用されていることを兄いだしている｡
4.多民族居住の様相は,民族構成,居住人口密度及び住居宅供給における政策的混住誘導の有無の要因
に規定されていることを導いている｡ このことから民族融和のためには混住促進を是とする通説に対して
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3要因を考慮する ｢共存的住みわけ｣ が適切な方向であることを示唆している｡
以上,本論文は,多民族化する居住地計画に新しい知見を付与するもので学術上,実際上寄与するとこ
ろが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また,平成9年1月27日,論文内容とそれに関係した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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